
△ 使用上の注意 図 函 J囁ぃここ 解熱鎮痛薬
(守らないと現在の症状が悪化したり 島,4用 事故が起こりやすくなる,
l次の人 |ユ服用しないこと{1)本 剤又は本剤の成分によリアレルギー症状を
起こしたことがある人 (2,本 斉1又は他の解無鎮痛薬 かぜ薬を服用してぜん

そくを起こしたことがある人 2本剤を服用している間は 次のぃずれの医薬品
も服用しないこと 他の解lj薩痛薬 かぜ葉 鎮静薬 桑物酔い葵 3服用後
乗物又は機 llt類 の運転操作をしないこと(1民 気等があらわれることがある ,

4服用前後は飲れ ないこと0長其1運用しないこと

出 巨旧団モEIEI1 1次 の人は服用前に医師 歯科医師 薬剤師又は
登鋤 売者に相談すること

`1)医

師又は歯柩 師の治療を受けている人.12,t
婦又は妊娠していると思われる人 .(3)授 季t中の人 (4)水 痘 (水 ばうそう)
若しくまインフルエンザにかかっている又はその疑いのある早L幼 ′jヽ児 1ヽ5敗
未満 ),(5)高 齢者 .(6'薬などによリアレルギー症状を起こしたことがある人
(7)次 の診断を受けた人.心臓病 71臓病 肝臓病 胃 十二指鵬漬瘍
2服 用後 次の症状が |・らわllた 場合 ま副件月の可能性 71あ るので 直ちに
服用を中止し この文

=を
持って医師 築剤師又は登録販売者に相談すること

皮膚 :発 疹 発赤 かゆみ/1青 神神経系 :めまい/消 化器 :吐き気』饉吐
食欲不振/そ の他 :過度の体温低下

て医師 歯科医師 薬剤師又は登録販売者に1目談すること

2包 1包 18×の入¥200+税

には服月を中止しこの文書を持って医師 葵剤ll又 は登録販売者に相談すること 瞑気
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効能 又 は効果
1)頭籍 歯痛 披歯後の疼踊 I因喉痛 耳猫 Pll節踊イ申
経痛 腰痛靖わ肉痛 肩こり鳥■J,実痛 骨折痛.ねんさrlk・
月経痛(生理痛)外傷痛の鎮痛 2)悪 寒・発熱崎の解AIt

用法 及 び用量
大 人 (15歳以上)          1回 1包
7歳以上 15歳未満            1回 7=包

:震塩|:諮」:趾[    1回 胞
いずれも

'E12回
を限,こ t′、なるべく空腹時をさ「

|て ,1用 す
ること 服用間隔

`6時
間以上あくこと。

(F琺■び用轟に則連する
'上

点)小児に限llさ せる場合には、
保護者のお導鏃督のもとに1展 lllさ せること.

成分及び分量 1日 量(2包 (20)中
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